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概 要 : 弾 性 材 の 両 側 に 制 振 材 を 対 称 に 接 合 し た 積 層 棒 の ね じ り 振 動 試

験 か ら 、 制 振 材 の 複 素 横 弾 性 係 数 を 測 定 す る た め の 測 定 方 法 を 提 案 し 、 測
定 温 度 を 変 化 さ せ た 場 合 ( - 2 O "C ...... S O "C ) の 測 定 結 果 を 示 す . ま た 測

定 結 果 に 与 え る 接 着 層 の 影 響 を 検 討 し 、 そ の 許 容 特 性 と 接 着 層 厚 さ の 関 係

を 明 か に す る と と も に 、 高 温 域 に お け る 測 定 誤 差 の 要 因 を 検 討 し た 。
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1 . は じ め に

制振材 を弾性基板の両側へ被覆 ま た は サ

ン ド イ ツ チ し た 複合材の動的 曲 げま た はね

じ り 試験 か ら 制振材の複素弾性係数を 求め
る 測定法 は、 簡便 で あ り 、 現在 曲 げ試験 に
よ る 測定法は、 DIN ， 8 . S . お よ びASTM等で規

格化 さ れ て お り 、 1SOで も 規格化の最終段階
に は い っ て い る 。 し か し、 いずれの規格 に

お い て も 弾性材 と 制振材 を 接合す る 接着層
が測定結果へお よ ぽす影響 に つ い て は 、 明
確 に 記述 さ れ て お ら ず、 不 明 な点が多 い。

本報 では、 被覆棒のね じ り 振動試験 か ら

制振材の複素横弾性係数 を 測定す る 測定理
論 (接着層 を 考慮) を 提案 し 、 市販の 制振

材の測定 を 行 っ た 。 そ れ ら の結果 を 接着層

を 無視 し た三層理論 と 比較 し 、 接合用 接着
剤 に 要求 さ れ る 特性や そ の 層厚 な ど に つ い
て 検討 し た 。

2 . 測定理論
図 1 に 示す よ う に、 接着層 を 考慮 し た 非

拘束対称五層棒 (各層 の厚 さ a " a ， a 2 ，

横弾性係数 G h G a J G 2 ， 幅 b ) のね じ り 剛
性 C s は、 次式 で与 え ら れ る ( 1 ) 。

CS /62 b4 =2 ( S ， +2 ( a Sa +S2 + ε a SS z ( 1 )  

、，・ 、...

3 n=O n 3 n=O 

D白 = ε a T a ( ta +t2 ) 2 + ε ε a  t2 T ，  Ta ( ta +t ， ) 2 

+ ε T ， { ( t， +七2 ) 2 +2Ta ( t ，  +ta +t2 ) - t， ta t2 ) }  

Da = ( ε a + ε T ， Ta ) + (  t2 ( ε T， + ε Ta ) 

R j =a j /b ， t j =tanh (k n R j / 2) ， T j =tanh ( kn R j 

) ，  kn = ( 2n+1 ) 1& ， ε 1 =6， /62 ， e a =6a /62 

図 1 供試試料 (五層棒)
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